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1 諸事日程(第 1号)

昭和 61年 3月1日午前 10時開講

日程第 1 会議録署名議員の指名

日程第 2 会期の決定

日程第 3 会議日程の決定

議案第 1号 昭和 61年度館山市一般会計予算

議案第 2号 昭和 61年度館山市国民健康保険特別会計

予算

議案第 3号 昭和 61年度館山市老人保健特別会計予算 • 議案第 4号 昭和 61年度館山市ユースホステル特別会

計予算

議案第 5号 昭和 61年度館山市学童災害共済事業特別

会計予算

議案第 6号 昭和 61年度館山市水道事業特別会計予算

議案第 7号 昭和 61年度館山市国民宿舎事業特別会計

予算

議案第 8号 館山市附属機関設置条例の一部を改正する

条例の制定について

議案第 9号 非常勤の特別臓の職員に係る報酬及び費用

弁償lζ関する条例の一部を改正する梨例の

制定について

議案第 10号 館山市長、助役、収入役の給与及び旅費lζ • 関する条例の一部を改正する条例の制定lζ

ついて

議案第 11号 館山市教育長の諸給与及び勤事条件等lζ関

する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて

議案第 12号 館山市職員給与条例の一部を改正する条例

の制定について

議案第 13号 館山市特別会計条例の一部を改正する条例

の制定について
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議案第 14号 館山市行政財産使用桝条例の制定について

議案第 15号 館山市市税条例の一部を改正する条例の制

定について

日程第 4~議案第 1 6号 館山市立幼稚園保育制及び入国斜徴収条例

の一部を改正する条例の制定について

議案第 17号 館山市社会教育委員に関する条例の一部を

改正する条例の制定について

議案第 18号 館山市公民館条例の一部を改正する条例の

• 制定について

議案第 19号 館山市身体障害者結婚奨励金支給条例のー

部を改正する条例の制定について

議案第 20号 館山市国民健康保険条例の一部を改正する

条例の制定について

議案第 21号 館山市消防団条例の一部を改正する条例の

制定について

議案第 22号 館山市農漁業後継者結婚奨励金支給条例の

一部を改正する条例の制定について

議案第 23号 館山市西長田農道、佐野農道及び神余頭首

工災害復旧事業分担金徴収条例の制定につ

いて

議案第 24号 館山市道路占用耕徴収条例等の一部を改正

• する条例の制定について

市道路線の認定及び廃止について

議案第 26号 昭和 60年度館山市一般会計補正予算{第

5号}

議案第 27号 昭和 60年度館山市国民健康保険特別会計

補正予算(第 3号)

議案第 28号 昭和 60年度館山市老人保健特別会計補正

予算{第 2号)

議案第 29号 昭和 60年度館山市と畜場特別会計補正予

算(第 2号)
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昭和 60年度館山市学童災害共済事業特別

会計補正予算{第 1号)

昭和 60年度館山市水道事業特別会計補正

予算(第 2号)

開 会午前 10時 o3分

0議長(流山源次郎君) 本日の出席議員数 26名、乙れより昭和 61 

年第 1回市議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を聞きます。

議長の報告

。議長{浦山源次郎君) 本定例会議案審議のため、地方自治法第 12 

1条の規定による出席要求に対し、お手元lと配付のとおり出席報告があ

りましたので、御了承願います。

なお、監査委員から 12月乃至 2月実施の監査結果が報告されており

ます。お手元に配付の印刷書はより御了承願います。

• 

議案の配付

。議長(流山源次郎君) ただいま市長から議案並びに説明書の送付が

ありました。

議案並びに説明書を配付いたさせます。

配付漏れはありませんか。一一一配付漏れなしと認めます。

本日の議事はお手元に配付の日程表はより行います。 • 
会議録署名議員の指名

0議長{流山源次郎君} 日程第 1、会議録署名義員の指名を行います。

4番議員小宮利夫君、 25番議員五十嵐 昇君、以上両君を指名いた

します。

会期の決定

。議長(流山源次郎君) 日程第 2、会期の決定を行います。

本定例会の会期はっき議会運営協議会の意見は本 3月 1日から 3月 2

ー 10 -
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2日までの 22日間という乙とであります。

お諮りいたします。会期を 22日間と定めます乙とに御異議ありませ

んか。

( r異議なし」と呼ぶ者あり)

0議長{流山源次郎君} 御異議なしと認めます。よって、会期は 3月

1日から 3月 22固までの 22日間と決定いたしました。

会議日程の決定

。議長(流山源次郎君) 日程第 3、会議日程の決定を行います。

お諮りいたします。お手元lζ 配付の会議日程表は、本定例会の大体の

日取り予定でありますが、議会運営協議会の意見はより作成いたしまし

た。本定例会をおおむね乙の会議日程表はより運びますとともに、その

間議案の追加または議事の都合等によりましてその都度乙れを改める乙

とにして大体乙のようにいたしたいと思います。乙れに御異議ありませ

んか。

( r異議なし」と呼ぶ者あり)

0議長(流山源次郎君} 御異議なしと認めます。よって会議日程は決

定いたしました。

議案の上程

O議長{流山源次郎君) 日程第 4、議案第 1号乃至議案第 31号をー

. 括して議題といたします。

施政方針並びに提案理由の説明

0議長{流山源次郎君) 乙れより昭和 61年度施政方針並びに各議案

lと対する提案理由の説明を求めます。

(市長半海良一君登壇)

。市長(半岸良一君) 本日、乙乙 lζ3月定例市議会を招集し、昭和 6

1年度一般会計及び特別会計の予算案並びに誇議案につきまして御審議

をお願いする乙とになりましたが、開会l乙当たり新年度の市政運営lζ関

する所信を申し述べたいと存じます。
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最近の我が国経済は、御承知のとおりの急撤な円高問題、その背最lと

ある膨大な国際収支の不均衡、深刻な貿易摩嬢問題を抱えており、先行

き楽観を許きれない情勢にございます。

また、長年の公債依存により構造的lと逼迫した国の財政は、ますます

硬直化の度合いを深めており、一方、地方においても行政需要の増大す

る中で、前年度lζ引き続き国庫補助負担率の削減を受ける等、さらに厳

しい財政運営を強いられております。

乙のような状況下におきまして、国等の動向を踏まえながら、弾力的

な市政運営lζ努めるとともに、市民生活を優先する先見的な施策の選択

により、市民一人一人を真lと尊重した総合行政を展開し、より豊かなふ

るさと館山の一層の発展のために最善を尽くしたいと思います。

きて、本年は、長い聞の念願であった東京湾横断道路の建設がいよい

よ着手される乙ととなりました。首都圏lζ新しい広がりをもたらす横断

道路は、首都横能の一翼を担い県土の均衡ある発展を目指す千葉新産業

三角構想実現の大きな核となるものであり、 「房総新時代への出発」を

スローガンに新たな 5カ年計画をスタートさせる我が郷土千葉県にとっ

てはもちろん、南房総はとりましでも、まさに躍動期の幕開けを告げる

ものと考える次第でございます。

さらに本市におきましでも、昨年 12月lζ議決をいただきました 21 

世紀を展望した館山市基本構想lζ基づき、最初の 5カ年計画がスタート

する重要な年でございます。本市の恵まれた資源を生かし、横断道路の

受げ皿とし τの基礎づくりを積極的に進めるとともに、総合的な海洋性

レタリ孟ーレョレゾーレの形成をイメージしつつ、産業の活性化を進め

る「地域振興対策」、健康と生きがいの創出を柱に人生 80年時代lζ対

応する「高齢化社会総合対策」、そして人々の生活志向に沿ったまちづ

くりと精神的な豊かさを重視した「文化行政」、乙れらの推進を基本的

な課題としながら、新しい将来像「活力ある文化福祉都市」の実現に向

け、南房総の申核都市として力強い第一歩を踏み出したいと存じます。

乙れらの乙とを念頭に、昭和 61年度の予算はっきましては、館山駅

周辺の市街地整備、防災行政無線の整備、河川等の穆化対策、道路や公

園の整備等を重点lと、市民生活の向上lζ努めるべく、憧全財政の堅持を

-1 2 -
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図りながら濁成いたしました。

また、昨年度から特に推進本部体制を組織し、進めてまいりました地

域振興対策、高齢化社会総合対策及び文化行政の推進はっきましては、

具体的な取り組みの一歩として、本年はそれぞれ「レジャースポーッ

クラブ会員制度」、 「市民健康まつり」、 「花のまち館山づくり運動」

等のテーマプロジェクトを企画し、実施してまいります。

以下、主要施策の概要はっきまして順次御説明いたします。

第 1は、快適でゆとりある生活環境都市づくりでございます。

道路、公園等の地域社会の基礎となります都市施設の整備と相まって、

恵まれた自然環境が保全され、安全性が確保されたまちづくりを進め、

人間と自然が調和した住みよい豊かな生活環境の創出に努めてまいる所

存でございます。

まず、本市の最優先施策として取り組んでおります館山駅周辺の市街

地整備事業についてでございますが、市街地改造の事業化に向けて、地

元との合意形成をさらに深めるための活動を積極的に進めていると乙ろ

でございます。

東口地区の市街地再開発事業につきましては、 60年度lと実施しまし

たB調査を踏まえ、事業計画案の策定等を進めるべく、準備組合の設立

を促進してまいります。また、西口地区の土地区画整理事業につきまし

ては、施行区域の都市計画決定及び事業認可を図るとともに、減歩率を

緩和するための用地先行取得等を推進してまいります。

次lζ 、道路交通網の整備につきましては、引き続き国道 127号館山

バイパスの建設等を促進し、広域的な幹線道路網の確立を目指すととも

に、八幡高井線等の都市計画街路事業、生活に密着した市道の改良、舗

装及び橋梁整備事業を実施し、利便性、安全性の向上を図ってまいりま

• 

• 
す。

次lζ 、市民生活にうるおいとやすらぎを与える憩いの場として、また、

本市観光の拠点として年次的lζ整備を進めている城山公園につきまして

は、梅園等の造成を進め、より親しまれる総合公園として整備してまい

ります。また、すでに部分的にオープンしております県立館山運動公園

はっきましては、本年度ソフトボール場及びテニスコートの増設等が予
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定されておりますが、計画されている体育館建設等の促進に努め早期完

成を図ってまいります。

次に、上水道の整備につきましては、未給水地域の解消を目指し、水

道拡張事業の推進を図るとともに、作名浄水場配水池の増設等、既存施

設の整備を図り、水の安定供給の確保に努めてまいります。

下水道の整備につきましては、公共下水道事業の前段として、市街地

における雨水を排除し局地浸水lと対処するため、引き続き北条中央下水

路、南町排水路を整備するほか、新たに柏崎排水路等の整備に努めてま

いります。

次lζ 、大規模地震対策を中心lと地域防災計画lζ基づく整備を進めてお

ります防災対策はっきましては、 60年度から 3ヵ年継続事業として実

施しております防災行政無線整備事業を推進し、情報通信のネットワー

ク化を目指すとともに、自主防災組織の膏成強化及び防災資機材の整備

を図ります。

次lζ 、本市の貴重な資源である河川、海域等公共用水域の総合的な浄

化対策ですが、本年度は、汐入川へ流入する排水路tζ轡化施設を設置し、

汚濁物質の減量化を図るとともに、汚濁原因の一つである家庭雑排水の

浄化対策として、モデル戸別処理施設を設置し、その適合性の調査研究

を進めてまいります。また、家庭でできる浄化対策を推進するため、汐

入川流域の 500世帯に台所用三角コーナー及びろ紙を提供し、その使

用効果を測定するとともに、定着化を促進するなど水質保全に関する P

• 

Rを一層充実して摩化思想の嘗蒙lζ努めてまいります。 t
以上の施策を推進するほか、特iと本年度からは温暖な気候風土を生か

したうるおいのあるまちづくりの一環として、市民の参画の下tζ 「花の

まち館山づくり運動」を展開し、四季折々の花にあふれた美しい景観の

創出に努め、親しみと愛着と誇りのもてるふるさとづくりを推進してま

いります。

次iζ 、第 2は、温かい心のかよう健康福祉都市づくりでございます。

活力ある地域社会の形成は、幼児からお年寄りまで市民一人一人が等

し〈、生きがいのある幸せで僅康な生活をおくれる乙とを基本として実

現するものであります。
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一方、乙れからの福祉社会は、自立と自助及び扶助の 3つの原則が効

率よく組み合わさって成り立っていくものであります。

従いまして、健康の保持増進に関します施策はっきましては、 「自分

の健康は自分でつくる」という自らの積極的な健康管理を基調とした健

康づくり施策を重点として展開してまいらなければならないと考えてお

ります。

また、福祉施策はっきましては、不幸lとして心身にハンディキャップ

を持つに至った方達lと対する施設福祉の充実はもちろんのことでありま

すが、加えまして、乙れらの方々が地域社会の中で家族とともに人間と

じての尊厳をもって幸せに生きていけるように、援助じてい〈在宅福雄

施策をさらに克実し展開していくととが必要であります。

乙れらを踏まえまして、まず健康な生活を目指す保健、医療tl:関ずる

施策といたしましては、従来から実施しております総合検診をはじめと

する各種の検診事業の充実と保健センターを拠点とする各種保値、健康

学習の充実を図るとともに、特区本年度は健康思想の普及、啓蒙、さら

には定着化を目指し、昨年度完成いたしましたコミュニティ広場をメイ

ン会場とし、 10月 10日の体膏の日を申心として軽スポーッ大会、健

康相談、食生活改善教室の開催等健康に関します総合的イベントとして

の「市民健康まつり」を実施し、健康の保持増進に努めてまいります。

また、健康の基本であります体力づくり、健康づくりに関しましては、

体育館、プール等を主とする学校施設の開放、各種スポーッ、レクリェ

ーション教室の開催、スポーッ団体の育成等lと努めるほか、第 7回を迎

える館山若潮マラソンについては、フルマラソンコースを日本陸上競技

連盟の公認コースとして実施してまいりたく考えております。

次lと、市民福祉の充実に関します施策でございますが、さきにも申し

上げましたが、人は皆、住みなれた家庭や地域社会の申で生活して乙そ

幸せに暮らしていけるものであります。

そのためには、自立、自助の精神を基本とし、社会参加の活動機会の

確保、提供が適切に行われる乙とが一層重要な乙とと考えております。

乙のため、社会福祉協議会を申心として各地域ごとにボラシティアグ

ループを育成し、地域ぐるみの福祉活動を推進するとともに、各種在宅
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福祉サーピスを克実してまいります。

また、人口の高齢化が進む申でねたきり老人等が増加していく傾向は

ありますが、乙れらの方々の訪問指導や介護者の負担を軽減するためシ

ョートステイ事業を実施し、さらには心身障害児の方々に対します機能

回復訓棟の充実、身体障害者福祉会をはじめとする各種福祉団体への助

成を行い、自立、自助を側面から援助してまいる所存でございます。

次lζ 、第 3は、地域の個性が生きる人間性豊かな文化教育都市づくり

でございます。

教育の基本となります学校教育につきましては、人格の形成と自主的

精神の緬養を重視し、児童生徒が心身ともに健康で、個性と能力lと応じ

た教育を受けられるように教育条件の整備充実に努めてまいりました。

本年度は、船形小学校講堂の防音改築工事及び館野小学校屋内運動場

の改築工事等、児童生徒が伸び伸びと学校生活を送れるよう環境整備を

進めてまいります。

また、引き続き英国人教師を招聴し国際理解と英語教育の向上を図る

とともに、学習分析システムを活用したきめ細かい教育を目指してまい

ります。

次lζ 、社会教育についてでございますが、人生 80年時代を迎え、ま

た、経済社会の進展による余暇時間の増大や知識水準の向上により、自

己実現の機会を求める市民のニーズはますます高まっております。

乙のため、従来から進めております各種学級、講座の充実に努めると

ともに、社会教育団体の育成lζ努め、施設相互の連携を図りながら生護

教育活動の高揚を図ってまいります。また、本年度は、図書館書庫を増

築し読書需要は対応するよう蔵書の充実を図るとともに、移動図書館を

引き続いて実施する等、利用しやすい図書館を目指してまいります。

文化の振興はっきましては、人々の心にゆとりゃうるおいをもたらす

優れた文化の日常化をテーマに、引き続き造形作品の設置、音楽鑑賞機

会の提供等の事業を推進するとともに、博物館活動を通して文化財の保

護活用lと努め、地域文化の振興に努めてまいります。

次lζ 、第 4は、創造力と活力tζ満ちた産業都市づくりでございます。

活発な経済活動は、都市民活力をもたらし市民生活を支える基礎であ
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りますので、各種産業の基盤整備、経営の近代化促進等、地域tζ根ざし

た多様な産業の振興lζ 努めてまいります。

農業につきましては、引き続き水田利用再編対策及び農道、排水路、

ほ場整備等の生産基盤整備を重点に推進するとともに、本年度は、農産

物清適の改善を図るため、西岬地区lと花き集出荷揚を建設してまいりま

す。

水産業はっきましては、漁港及び関連施設の整備を図るとともに、魚

介類の種苗放流、魚礁の設置等を進め「っくり、育てる漁業」を一層推

進してまいります。また、水産物の流通改善を図るため、本年度は、製

氷、貯氷施設を船形lζ 設置してまいる所存です。

次lと、商業はっきましては、外部資本による大型屈の進出や瞳買力の

市外流出等の問題を抱えており、近年非常に厳しい環境lとございます。

乙のため、市街地再開発事業をはじめ、地域にふさわしい総合的なまち

づくり事業を推進する中で、商庖街の近代化を図るととも児、商工会稽

所等関係団体との連携を密はしながら、商業の活性化iζ努めてまいる所

存です。また、本年度は、大型居進出対策として新規に共通商品券の発

行iζ対する事業補助、さらには既存申小商業者への経営の合理化資金に

対する利子補給を実施してまいります。

観光につきましては、南房総における経済活性化の重点課題として振

興lζ 努めており、地域の特性を生かした施設の整備充実を図り、魅力を

創出するとともに、広域的宣伝活動を展開していると乙ろでございます 0

. 本年度は、総合計画の申lと示された海洋性リゾートタウンを目指すに

当たり、漁業関係者の理解を深めつつ基礎的な計画の策定lζ取り組むと

ともに、地域振興対策の一環として、市域の観光、レジャー施設、スポ

ーッ施設と連携した「レジャースポーッ会員制度Jの発足について検討

し、実績は移してまいりたいと考えております。

また、四季を通しての観光催事を関係団体等と協力し、充実強化しな

がら南房総館山市を宣伝し、地域の振興lζ 寄与してまいりたいと存じま

す。

以上の施策を中心といたしまして昭和 61年度館山市一般会計予算の

編成を行いました結果、歳入歳出予算の総額は 94健 27 2 7万円で、

-1 7 -



r 
. 

前年度当初予算iζ対し 70 3 0万円、 O. 896の増となっております。

まず、歳入予算の内容についてでございますが、過去の収入実績、園、

県の制度改正の動向、社会経済情勢等lと基づきまして、適切な財源確保

lと努めるとともに、特lζ新規財源の捕捉に配慮し算定いたしました結果、

歳入の柱であります市税では 61年度税制改正、経済情勢、また、企業

進出等lと伴う影響等を勘案し、課税の適正化等を図る乙とにより 49億

4 1 6 4万余円を計上、前年度対比 5億 34 9 6万余円、 12. 1 96の

増となり、その構成比は 52.496となっております。乙のほか、地方

議与税 1億 2080万円、娯楽施設利用税交付金 6671万円、自動車

取得税交付金 1億 279万円、固有提供施設等所在市町村助成交付金 6

354万余円、交通安全対策特別交付金 10 0 0万円で、交付金につき

ましては、現在までの実績から前年度当初予算に比べ若干下回る額を見

込み、計上いたしました。地方交付税では、国税 3税の 3296相当額か

ら交付税特別会計借入金等利子充当分を控除した地方lζ交付される交付

総額は前年度lζ比べその伸びは低いものの 4. 096の増となりましたが、

個々の団体ごとに行政需要等条件が異なる乙となどから、その算定lと当

たり、基礎となる基準財政需要額lζ大きな伸びが期待できない反面、基

準財政収入額におきまして、算出根拠となる税等の増収が見込まれる乙

と等を考慮し積算した結果、特別交付税 50 0 0万円を含め 12億 30 

o 0万円を計上、前年度に比べ 1億 500万円、 7. 996の減、構成比

は 13. 1 96となっております。

@ 

分担金及び負担金につきましては、那古、館野両地区間けるほ場整 . 

備事業iζ係る農道整備事業分担金 5040万円等、総額で 1纏 72 3 6 

万余円、使用斜及び手数桝 S傭 2376万余円、国庫支出金は 8健 73 

8 1万余円で、 5157万余円、 5. 696の減、構成比は 9. 396、県

支出金は 5償 24 9 6万余円で 71 3 2万余円、 15. 7 96の増、構成

比は 5. 696となっておりますが、国、県支出金につきましでは、行財

政改革の影響、災害復旧等事業費を除く公共事業関係費の抑制措置等を

考慮するとともに、特l乙60年度lζ 引き続き実施が見込まれる国庫補助

負担率の引き下げ及び一般財源化tζ伴う補助額削減の状況はっきまして

は、関係機関の予算措置の状況等密接な連絡、情報の収集を行い計上い

-18-



たしました。財産収入は 60 8 2万余円、寄附金は 12 9 5万余円を予

定計上し、繰入金は、老人保健特別会計で前年度一般会計からの操出金

のうち 60年度分精算lζ伴う返還金として見込める額 58 0 2万余円を

それぞれ計上いたしました。また、 60年度予想される余剰金から繰越

金で 50 0 0万円、諸収入 2億 466万余円、市債はっきましては、前

年度lζ続く国庫補助負担率の引き下げによる地方負担の増加額 1兆 17 

o 0億円についての財源措置といたしまして、前年度を大幅に上回る 9

300億円の建設地方債増発が予定されておりますが、将来の大型事業

の実施lζ伴う市債への依存による地方債残高の増高と公債費の抑制等財

政構造の弾力化に意を用い、極力政府関係資金による市債を予定いたし

まして、財源措置として増発される臨時財政特例債を含め 6儲 10 4 0 

万円を計上、前年度対出 2億 330万円、 25. 0 %の減、構成比は 6• 

5%といたしました。

次lζ 、歳出予算につきましては、国庫補助負担率の引き下げ等、さら

に厳しい財政環境が予想される申で、一般行政的経費におきまして当然

増を除き 3年連続で前年度対比マイナス 5%以上とする等、一層の事務

事業の見直しと、市民生活を優先する施策の選択に配慮し、時代iζ 即応

し簡素にして効率的な行財政実現lζ向け、限られた財源の重点的かっ効

率的配分lζ意を用いまして編成いたしました。

まず、性質別の内容についてでございますが、人件費 28偉 4105 

万余円、構成出 3O. 1 %、物件費 10儲 1362万余円、構成比 10 • 

7%、扶助費 9億 9551万余円、構成比 1O. 6 %、補助費等 8億 1

318万余円、構成比 8. 6 %、普通建設事業費 21億 69 5 2万余円

で、 1億 4064万余円の減、構成民 23. 0 %、公債費 12億 182

2万余円で、 30 0 6万余円の減、構成民 12. 9 %、その他 3億 16 

1 3万余円となっております。

以下、目的別内容はっきまして各款別にその概要を申し上げます。

第 1款議会費は、議会運営lζ要する経費といたしまして 1健 7585 

万余円、前年度対比 84万余円の増、構成比は 1. 9 %となっておりま

• 

j

j

j

 

す。

第 2款総務費は、一般管理費、文書広報費、企画費、防災、交通関係
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費、徴税費と 61年度にそれぞれ予定される審議院議員選挙、市長選挙

の選挙費等総額で 11億 7521万余円、前年度対比 2億 24 1 6万余

円、 16. 0 %の減、構成比は 12. 5 %となっております。減額の主

な理由といたしましては、 3カ年の継続事業lとより整備を進めておりま

す防災行政無線整備事業が第 2年度目 lζ入り、事業費が減少した乙と及

びコミュニティ活動の申核として利活用されておりますコミュニティセ

ンター西側の造成事業関連経費の減によるものでございます。

第 3款民生費は、障害を持つ方々の生活指導及び自立助長を図るため

の福祉作業所運営費、ボランティア活動をはじめとする地域ぐるみの福

祉活動費、その他障害者の方々に対する福祉対策事業費、高齢化社会に

対応するための老人福祉対策といたしまして、ねたきり老人の訪問指導

や介護者の負担軽減への配慮等老人福祉事業費、乳幼児保育対策等児童

福祉事業費及び生活保護費で総額 16健 5381万余円、前年度対比 1

偉 4042万余円、 9. 3 %の増、構成比は 17. 5 %となっておりま

す。増額の主な理由といたしましては、本年度安房郡市広域市町村園事

事組合で神戸地区lζ建設を予定しております精神薄弱者更生施設の建設

費等に係る負担金、医療給付の増加に伴う老人保健特別会計への繰出金、

また、生活保護費のうち医療扶助費がそれぞれ増加した乙とによるもの

でございます。

第 4款衛生費は、河川及び家庭雑排水等の樺化対策といたしまして、

排水路lζ浄化施設及び戸別処理施設を設置し、汚濁物質の減量化と汚濁

• 

原因の調査等を行い、あわせて浄化思想の啓蒙を図るための経費、衛生 . 

センター電気制金の低減化を図るためのインバーター設置工事費をはじ

め、最終処分場における作業の効率化を推進するためパワーショベルの

購入及び場内道路舗装工事等の施設聾備関連経費等を計上し、清掃施設

の整備充実を図ろうとするものでございます。

また、健康の保持増進対策といたしまして、保健、医療に関しまして

は、総合検診のほか、各種の健康診査及び結核、がんの検診、予防接種

等一層の充実と特に健康づくり推進事業といたしまして、健康思想の普

及、啓蒙のため縛演会の開催、各種保健活動の推進、市民健康まつり等

の事業費を計上し、また、国の繰出基準等lζ基づく水道事業特別会計及

一20-
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び三芳水道企業団の水源開発及び渇水対策等Iと対する経費を含む繰出金、

負担金、その他し尿及びじん芥処理施設の維持管理費等で、総額 9億 3

206万余円、前年度対比 34 2 8万余円、 3. 8 %の増、構成比は 9• 

9%となっております。増額の主な理由といたしましては、衛生センタ

ーへのインバーター設置費及び水道費における負担金の増によるもので

ございます。

第 5款蛍働費は、勤労者厚生対策預託金、各種勤労団体への補助金等、

勤労者の福利厚生の増進を図るための経費といたしまして、 189万余

円を計上いたしました。

第 6款農林水産業費は、農業費といたしまして、農用地の有効利用、

経営規模の拡大、農産物の流通改善等農業施策を推進するため、花き流

通改善施設として集出荷揚の建設、ほ場整備事業、小規模土地改良事業

等投資的経費lζ対しての補助金、ほ場整備地区内の幹線農道の整備等生

産基盤の整備のための経費のほか、 S農業用施設等補修用材斜費、育成牧

場関係経費等 2偉 85 8 0万円を計上いたしました。水産業費といたし

まして、水産物の安定供給及び流遇改善、水産資源の開発を図るため、

水産物食用利用高度化施設として製氷、貯氷施設の建設、漁船、漁業近

代化措設整備事業等について各事業主体lζ対する補助金、っくり育てる

漁業を推進するため魚介類の種苗放施及び魚礁の設置、また、下原番地

区漁港、栄の浦漁港、波左間漁港、 m名漁港の市管理漁港の整備、船形

漁港及び宮崎漁港の県営漁港建設事業負担金等、水産振興対策の基盤と

なる漁港施設の整備充実を図るための経費等で 3億 21 3 1万円を計上

いたしまして、農林水産業費総額で 6纏 15 9 3万余円、前年度対比 7

950万余円、 14. 8 %の増、構成比は 6. 5 %となっております。

増額の主な理由といたしましては、下原番地区漁港及び洲崎漁港の局部

改良工事の完了による減額を含め製氷、貯氷施設の建設費の増によるも

のでございます。

第 7款商工費は、商工業振興費といたしまして、地域商業の活性化及

び小売業等の振興対策といたしまして共通商品券販売事業、商庖街共同

活動計画及び環境整備計画策定のため、商庖街コミュニティモデル事業

等商工業の推進と、中小企業の振興を図るための各種補助金、申小企業

ー 21巴. 

• 
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融資預託金等を計上いたしました。また、観光貨といたしまして、観光

援興と地域活性化のため、県の地域振興プロジェクト促進事業の補助を

受け、海洋性リゾートタウン基本構想の策定を実施するほか、花のまち

館山づくり運動の一環といたしまして各種の植栽事業、また、観光行事

への補助金、施設の整備充実のための経費、海水浴場の安全対策関係経

費等を計上いたしまして、商工費総額 1億 3785万余円、 J 前年度対比

537 0万余円、 28. 0 %の減、構成比は 1. 5 %となっております。

減額の主な理由といたしましては、西師見物地内lζ設置をいたしました

館山スポーッの里づくりに係る補助金の減によるものでございます。

第 8款土木費は、住みよい豊かな生活環境と地域社会の基礎である都 砂

市施設の整備を図るため、館山駅周辺の市街地整備事業の推進をはじめ、

バイパス建設の促進等幹線道路網の整備のほか、市道の新設改良及び維

持補修費、河川、橋梁及び港湾整備費、館山駅東口地区市街地再開発lζ

伴う事業計画案の策定等の経費に対する補助金、館山駅西口地区土地区

画整理事業lζ係る市街地整備用地等鷹入費、都市計画街路整備のための

工事費及び街路用地購入費、都市下水路工事費及び排水路整備に係る負

担金、また、市民の憩いの場と同時に観光の拠点でもある城山公園の梅

園、広場等の整備費、館山運動公園整備に係る負担金等総額で 14億 2

1 2万余円、前年度対比 52 6 4万余円、 3. 6 %の減、構成比は 14 • 

9 %となっております。減額の主な理由といたしましては、 5ヵ年で整

備を進めてまいりました八幡都市下水路、館山大橋補修工事の完成と館

山運動公園整備で県単エ事は係る事業費の減少に伴う負担金の減による

ものでございます。

第 9款消防費は、年次的lζ整備を進めております防火水槽の建設及び

修稽費、消防自動車膚入賞等消防施設の整備充実に努めるとともに、消

防団関係経費、広域消防lζ係る負担金等で総額 4億 378万余円、前年

度対民 26 2 4万余円、 7. 0 %の増、構成比は 4. 3 %となっており

ます。

第 10款教育費は、教育環境向上のため教育諸施設の整備充実に努め

てまいりましたが、本年度は、小学校費といたしまして、船形小学校講

堂の防音改築事業費及び館野小学校屋内運動場の改築事業費のほか、申
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学債費を含め各学校施設の改修等維持管理tζ 要する経費を、幼稚園費と

いたしましては、 60年度lζ引き続き館山幼稚園通園用道路の整備を実

'ーすることに伴う道路用地購入費等をそれぞれ計上いたしました。

社会教育費といたしまして、公民館をはじめ諸施設の有効利用を推進

するため、内容の充実lζ配意し生涯教育講座、各種文化教養講座の開催、

また、蔵書の充実を図り読書需要の対応をさらに拡大するため、図書館

書庫の増築、老朽化した市民センター舞台調光設備の改修を実施し、利

用者の利便と増加に努めるほか、博物館展示資料等購入及び各施設の維

持管理等の経費を、保健体育費といたしまして、健康の基本となる偉力、

健康づくりを目標に各種スポーッの振興に努めるため、年々参加者の増

加が期待されるJ館山若潮マラソン大会の運営貨をはじめ社会体育の振興

と各体育施設の改修整備を含めその維持管理に要する軽費をそれぞれ計

上いたしまして、教育費総額 16億 1291万余円、前年度対比 1憧 3

463万余円、 9. 1 %の増、構成比は 17. 1 %となっております。

増額の主な理由といたしましては、那古幼稚園の完成によります建設費

の減を含め船形及び館野小学校関係建設費、図書館書庫の増築費、市民

センターの施設整備費のほか給食組合分担金等の増によるものでござい

ます。

第 11款災害復旧費は、 60年に被災いたしました農業用施設の災害

復旧工事費及び補修用材料費等で 1920万余円、前年度対比 14 2 0 

万余円の増となっております。

第 12款公債費は、 12錦 1865万余円で前年度対比 2982万余

円の減、構成比は 12. 9 %となっております。減額となりましたのは、

前年度 12.F.J補正でお願いいたしました一部操上償還を実施した乙とに

よるものでございます。

第 13款諸支出金は、 5 192万余円、第 14款予備費は、前年度同

額の 2000万円をそれぞれ計上いたしました。

以上、一般会計当初予算に計上いたしました内容の概要はっきまして

御説明申し上げましたが、さらに厳しい財政環境が予想される状況の申

で、今後の補正財源といたしまして、特別交付税及び前年度繰越金等が

ございますが、乙れらはっきましては事業の進展に伴う必要経費及び当
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初予測のできなかった事事事業、また、暗員の給与改定が実施された場

合等、今後の追加需要に対する財源lと充てたいと考えております。

次lと、継続費といたしまして、前年度より 3ヵ年計画で実施いたして

おります防災行政無線整備事業費について、また、債務負担行為といた

しまして、館山市農業協同組合が、農道整備資金として農林漁業金融公

庫から融資を受けた借入金の償還に対する補助はっきましてそれぞれ設

定いたしました。

地方債といたしまして、防災行政無線整備事業をはじめ 13件を予定

し、一時借入金はっきましては、歳計現金の一時不足lζ備えまして最高

限度額を 10億円と定める乙とといたしました。

以上が議案第 1号の概要でございますが、次iζ議案第 2号から順次そ

の概要を申し上げます。

まず、議案第 2号昭和 61年度館山市圏民健康保険特別会計予算でご

ざいますが、接出におきまして、制度の改正によりまして老人保健拠出

金の減少が見込まれるものの診療費の増高が予想される乙と等を考慮す

るとともに、歳入におきましでは、財政調整基金の繰り入れを行いその

活用をいたしまして、歳入歳出それぞれ 26億 5916万余円を計上い

たしました。なお、国民健康保険税につきましては、本算定まで流動的

な要素もございますので、今後十分検討を加えてまいりたいと考えてお

ります。

次lと、議案第 3号昭和 61年度館山市老人保健特別会計予算でござい

ますが、老人医療の受診率が増高傾向付る乙と等 60年度の実績を勘 . 

案し、一般会計からの繰入金 1億 25 1 8万余円を含めまして歳入識出

それぞれ 25偉 6901万余円を計上いたしました。

次lζ 、議案第 4号昭和 61年度館山市ユースホステル特別会計予算で

ございますが、運営経費といたしまして、歳入歳出それぞれ 22 8 0万

余円を計上いたしました。

次lと、議案第 5号昭和 61年度館山市学童災害共済事業特別会計予算

でとぜいますが、歳入歳出それぞれ 216万円を計上いたしました。

次tζ 、議案第 6号昭和 61年度館山市水道事業特別会計予算でござい

ますが、収益的収入といたしまして、水道斜金、手数割等で 5億 892
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5万余円、乙れに対し収益的支出といたしまして、営業費用、企業債利

息等で 5億 7748万余円、また、資本的収入といたしまして、一般会

計からの出資金及び加入者分担金等で 76 8 3万余円、資本的支出とい

たしまして、改良工事費等建設改良費及び企業債償還金等で 1億 802

0万円をそれぞれ計上いたしました。本年度の主な事業といたしまして

は、水の安定供給を図るため、作名浄水場配水池の増設等でございます。

次lζ 、議案第 7号昭和 61年度館山市国民宿舎事業特別会計予算でご

ざいますが、収益的収入といたしまして、宿泊料金等で 2億 12 5 3万

余円、収益的支出といたしまして、宿舎経営費等営業費用及び企蔓債利

息等で 2億 12 5 3万余円、費本的収入といたしまして、他会計等借入

金で 17 1 9万余円、資本的支出といたしまして、企業債償還金で 17 

1 9万余円をそれぞれ計上いたしました。

以上、各会計の昭和 61年度予算の概要はっきまして御鶴明申し上げ

ましたが、一般会計及び特別会計予算総額は 15 6 f憲68 4 9万余円で

ございます。

次lζ 、譜案第 8号館山市附属機関設置条例の一部告改正する条例の制

定についてでございますが、館山市中小企業融資運営委員会につ智まし

て、委員の構成から千葉県信用保証協会長の職tとある者を削り、組織の

簡素合理化を図るため、委員の定数 15人以内を 10人以内隠滅員しよ

うとするものでございます。

次lと、議案第 9号非常勤の特別職の職員lと係る報酬及び費用弁償lζ 関

する条例の一部を改正する条例の制定についてでございますが、市議会

議員lζ 関する報酬額につきましては、現行の報酬額は昨年 4月lζ改定し

たもので、その後の県内各市との均衡、諸物価の上昇、さらに過去にお

ける報酬額改定の経緯等を考慮いたしまして、去る 1月 23自民館山市

特別職報酬等審議会に諮問いたしましたと乙ろ、同審議会会長より 1月

2 8日付をもって改定の額及び改定の時期はっきまして、いずれも適当

である旨の答申を得ましたので、乙の答申を韓重いたしまして、本年 4

月 1日から報酬額を改定しようとするものでございます。

なお、各種行政委員会の委員及びその他の特別職の報酬につきまして

も、昨年 4月比改定したものでございますが、その後の県内各市との均
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街、諸物価の上昇等を考慮いたしまして、本年 4月 1日から報酬額を改

定しようとするものでございます。

次lζ 、議案第 10号館山市長、助役、収入役の給与及び旅費lと関する

条例の一部を改正する条例の制定についてでございますが、現行の給斜

は昭和 59年 10月tc.改定されたもので、その後、一般臓の給与改定は

っきましては、昭和 59年は、同年 12月定例市議会で議決、 4月にさ

かのぼり実施され、昭和 60年は、周年 12月定例市議会で議決され、

7月にさかのぼり実施と 2度行われており、また、諸物価の上昇、県内

各市との均衡等を考慮いたしまして、特別職報酬等審議会lと諮問いたし

ましたと乙ろ、適当である旨の答申を得ましたので、乙の給料改定を本

年 4月 1日から実施しようとするものでございます。

次lと、議案第 11号館山市教育長の諸給与及び勤務条件等iと関する条

例の一部を改正する条例の制定についてでございますが、教育長の給料

はっきましでも、今回、収入役の給桝と同額lζ 改定しようとするもので

ございます。

次位、議案第 12号館山市職員給与条例の一部を改正する条例の制定

についてでございますが、行政改革lとより給与等の見直しを行い、特殊

勤務手当のうち、窓口業務手当及び交通指導業務手当を廃止し、また、

自動車等運転業務手当については、支給対象者のうち、臨時lと従事した

職員lζ対しては、市長の定める職員のみに支給するため改正しようとす

るものでございます。

次lと、議案第 13号館山市特別会計条例の一部を改正する条例の制定

についてでございますが、乙れは、昭和 60年 5月 1日館山市と畜場の

廃止に伴い、館山市と畜場特別会計を昭和 60年度をもって廃止するた

め改正しようとするものでございます。

次lζ 、議案第 14号館山市行政財産使用桝条例の制定についてでござ

いますが、御案内のように日本電信電話公社が 60年 4月 1日に日本電

信電話株式会社lζ組織蜜更されました。乙の日本電信電話株式会社所有

の電柱が 80本程度行政財産を占用しておりますので、公社の民営化に

伴い、今回、館山市行政財産使用料条例を制定し、行政財産の目的外使

用について地方自治法第 225条の規定はより、使用斜の徴収を実施し
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ょうとするものでございます。

次lと、議案第 15号館山市市税条例の一部を改正する条例の制定につ

いてでございますが、昨年 3月、地方税法等の一部令改正する法律案が

国会において可決、 3月 30日公布、昭和 61年 4月及び 62年 4月か

ら随行される乙ととなりましたので、館山市市税条例も乙の法律にあわ

せて改正しようとするものでございます。

改正の内容でございますが、法人市民税の納付書様式が統一されたこ

とに伴う改正並びに配当所得lζ係る課税の特例、優良住宅地の造成等の

ために土地を譲渡した場合の課税の特例及び特定市街化区域農地等脅譲

渡した場合の課税の特例の改正でごぎいます。なお、詳細tとつきまして

は、説明資制により御了承賜りたいと存じます。

次lζ 、議案第 16号館山市立幼稚園保育制及び入園斜徴匝峯例の一部

を改正する条例の制定についてでございますが、国の基準に合わせまし

て保育料及び入園桝を改定し、教育環境の整備と幼稚園教育の握興を図

ろうとするものでございます。改正の内容でごぎいますが、保育輯lとつ

きましては、 1月につき現行 4 0 0 0円を 44 0 0円は、入園料につき

ましては、 1回はっき現行 5000円を 6000円忙しようとするもの

で、経過措置といたしまして、 S歳児の保育斜につきましては 61年度

lζ 限り据え置くものとし、本年 4月 1日から施行しようとするもので r

ざいます。

次lζ議案第 11号館山市社会教育委員に関する条例の一部を改正する

条例の制定について及び議案第 18号館山市公民館条例の一部を改正す

る条例の制定についてでございますが、乙れらは、いずれも祉会教育法

lζ基づき、社会教育委員及び公民館運営審議会委員の構成が定められて

おりますが、組織及び運営の簡素合理化金図るため、社会教育委員につ

きましては、現行委員定数 30人以内を 15人以内に、公民館運営審議

会の委員はっきましては、現行委員定数 15人以内を 10人以内lと減員

しようとするものでございます。

次lζ 、議案第 19号館山市身体障害者結婚奨励金支給条例の一部を改

正する条例の制定についてでございますが、本市lとおきましては、身体

障害者の更生と援助を図るため、昭和 45年より身体障害者の結婚に対
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しまして奨励金を支給してまいりましたが、近年の経済情勢等を考慮い

たしまして、奨励金現行 1万円を 2万円に引き上げ、本年 4月1日から

施行しようとするものでございます。

次lζ 、議案第 20号館山市国民健康保険条例の一部を改正する条例の

制定についてでございますが、昭和 59年 10月1日から国民憧康保険

lζ退職者医療制度が設けられましたので、国民健康保険運営協議会の委

員に同制度の関係者である被用者保険等保険者を代表する者 1名を加え

ようとするものでございます。

また、国民健康保険の被保険者が出産した場合、助産費と育児手当金

をそれぞれ支給しておりますが、助産費につきましては、現行 10万円

を 13万円lζ引き上げ、育児手当金につきましてはd、乙れを廃止しよう

とするものでございます。乙れらにつきましては、今回、国の給付改善

はより、助産費の補助基準が 13万円lζ改められましたので、本市も被

保険者の負担の軽減を図るため、乙れはあわせて改正するとともに、育

児手当金につきましては、県内各市の支給状況、近隣市町村が廃止の方

向lとある乙となどを考慮いたしまして改正し、本年 4月1日から施行し

ようとするものでございます。

次lと、議案第 21号館山市消防団条例の一部を改正する条例の制定に

ついてでございますが、団員の報酬額はっきまして、県内各市及び近隣

町村との均衡等を考慮いたしまして、本年 4月1日から報酬額を改定し

ようとするものでございます。

次lζ 、議案第 22号館山市農漁業後継者結婚奨励金支給条例の一部を

改Eする条例の制定についてでございますが、本市農漁業の振興lと貸す

る目的で、昭和 45隼より本市地域内における純農漁業後継者の結婚に

対しまして奨励金を支給してまいりましたが、近年の経済情勢等を考慮

いたしまして、奨励金現行 1万円を 2万円に引き上げ、本年 4月 1日か

ら施行しようとするものでございます。

次lζ 、議案第 23号館山市西長田農道、佐野農道及び神余頭首工災害

復旧事業分担金徴収条例の制定についてでございますが、昨年 2月 19 

日から 20日及び 6月25日から 26自にかけての豪雨lとより被災した

市内西長田地区及び佐野地区農道並びに神余地区頭首工の機能回復を図
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るため、その復旧工事を国の補助を受けて実施する乙とに伴う受益者の

負担について、新たに分担金徴収条例を制定しようとするものでござい

ます。

次位、議案第 24号館山市道路占用桝徴収条例等の一部を改正する条

例の制定についてでございますが、国及び県の占用斜、使用制等の額lと

準じまして、館山市道路占用桝徴収条例、館山市都市公園条例及び館山

市漁港管理条例を改正しようとするものでございます。

次lと、議案第 25号市道路線の認定及び廃止についてでとぎいますが、

道路法第 28条、道路法施行規則第 4条の 2第 S項及び第 4嘆の旗定出

より道路台帳を調整するため、市道の一括認定及び一括廃止をしようと

するものでございます。

次tと、議案第 2 6号昭和 60年度館山市一般会計補正予算(第 5号}

でございますが、歳入歳出予算の補正といたしまして、車置入歳出それぞ

れ 3681万 30 0 0円を減額し、総額 98健814.2万 2000円と

しようとするものでございます。

歳出予算の追加の主なものといたしましては、総務費はっきまして、

赤字地方パス路線 4路線を維持するための補助金といたしまして 386

万 70 0 0円、民生費につきまして、社会福祉振興基金助成金で 573

万円、乙れは館山市社会福祉協議会が、社会福祉事業の掻輿と円滑な運

営を行うため設置いたしました館山市社会福祉撮興基金に対し、基金造

りの醸成を図るため、助成しようとするものでございます。また、老人

医療費の増高lζ伴う市負担分と、支払基金及び園、県負担金の追加交付

が翌年度精算となる乙とに伴い、一般会計で一時補てんするため、老人

保健特別会計への繰出金 6301万 50 0 0円、衛生費はっきまして、

渇水対策及び鹿水管布設替に係る経費が増加したため、三芳水道企業団

負担金の追加といたしまして 1162万 50 0 0円、農林水産業費につ

きまして、県営漁港の工事内容及び事業量の変更に伴う船形漁港修築工

事負担金といたしまして 393万円、教育費はっきまして、国鉄パスの

運賃値上げ及び対象生徒数の増加により、遠距厳通学生徒通学費補助金

といたしまして 208万 10 0 0円、諸支出金につきまして、財政調整

基金積立金 14 1 7万 60 0 0円、土地開発基金繰出金 12万 6000 
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円、乙れらは基金運用利子相当分を基金へ繰り出すものでございます。

歳出予算の減額の主なものといたしましては、総務費はっきまして、

3カ年継続事業で進めております防災行政無線整備事業の工事請負費及

び設計監理委託斜で 1112万 80 0 0円、コミュニティセンター西側

の造成工事請負費 1850万円で、それぞれ入札残によるものでござい

ます。民生費はっきまして、心身障害者児医療費給付扶助費で 811万

4 0 0 0円、児童手当で 400万円、乙れは医療費及び支給対象児童数

がそれぞれ当初見込みを下回った乙とによるものでございます。また、

老人ホーム収容者の減少等により、老人ホーム収容措置扶助費で 563

万 30 0 0円、保育所の臨時職員賃金で 335万 2000円、乙れは育

児休業及び産休代替保母が少なかった乙と等によるものでございます。

衛生費につきまして、本年度廃止を予定しております館山市と畜場特別

会計の精算に伴う繰出金で 144万 80 0 0円、じん芥及びし康処理関

係経費の消耗品質、燃桝費等で 1321万円、農林水産業費につきまし

て、農道整備事業委託制で事業費の減lとよりまして 818万 2000円、

県営漁港の工事内容及び事業量の変更に伴う事業費の減はよりまして富

崎漁港改修工事負担金で 43 7万 5000円、土木費はっきまして、県

道改良工事の事業費の減によりまして負担金で 390万 4000円、都

市計画街路八幡高井線用地購入lζ伴う不動産鑑定及び物件調査等委託斜

で、実施舗所が減少したことによりまして 136万 7000円、八幡都

市下水路ほか 4下水路の工事請負費で入札残によりまして 1050万円、

那古下水路整備に係る用地購入費で 250万 80 0 0円、乙れは工法の

変更により購入面積が減少した乙とによるものでございます。また、館

山運動公園整備事業で県単分事業費の誠によりまして負担金で 900万

円、消防費はっきまして、防火水槽建設ほか工事請負費及び消防自動車

購入費の入札残で 263万 90 0 0円、教育費はっきまして、要保護及

び準要保護の援助費で、支給対象児童及び生徒の減少によりまして 21 

9万 90 0 0円、博物館の展示模造品製作委託料で入札残によりまして

137万 60 0 0円、災害復旧費はっきまして、 352万 2000円、

乙れは普通河川笹川ほか道路、河川災害復旧工事請負費の入札残による

ものでございます。
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以上が減額の主なものでございます。

乙の補正財源につきましては、圏、県支出金、市債等で 1傭 32 9 0 

万 70 0 0円の減額でございますが、特別交付税を含め地方交付税、財

産収入、使用料及び手数斜等で 96 0 9万.(0 0 0円の追加により充当

しようとするものでございます。

乙のほかに、防災行政無線整備に係る工事請負費等の減額に伴う継続

費の補正、館山港修築工事負担金で、県営事業として整備を進めており

ます館山港修築工事につきまして、港湾関係者との調整のため着工が遅

れたととによる繰越明許費の追加及び防災行政無都議備事業脅はじゅ l

3事業につきまして地方債の補正をお願いするもので ζ ぎいます。

次lζ 、議案第 27号昭和 60年度館山市国民健康保険特別会計補E予

算(第 3号)でございますが、歳入歳出それぞれ 1健 38 8 6万 600

0円を追加し、総額 26健 698万 50 0 0円としようとす毛色のでと

ざいます。歳出といたしまして、今後の受診医療費の摺を毘込品保険錨

付費で 1健 3776万円、また、基金運用利子相当分告書金へ繰与出す

ための財政調整基金積立金で.(9万 60 0 0円、歳入といたしまして、

財政調整交付金等国庫支出金で 1傭 102方 9000円、その他補正財

源といたしまして、退職被保険者等lζ係る国民健康保険視及び繰越金等

をもって充てようとするものでございます。

次lζ 、議案第 28号昭和 60年度館山市老人保健特別会計補正予算

{第 2号}でございますが、歳入歳出それぞれ 1纏 66万 8000円を

追加し、総額 22健 250万 30 0 0円としようとするものでございま

す。歳出といたしまして、医療給付費で受給件数の増加が見込まれる乙

とによりまして 1健 50.(万 90 0 0円、歳入といたしまして、国庫支

出金の減額を含め支払基金交付金等で.(.( 1 8万 30 0 0円、その他補

正財源といたしまして、議案第 26号で御説明いたしました一般会計か

らの繰入金 6301万 50 0 0円をもって充てようとする也のでござい

ます。

次lζ 、議案第 29号昭和 60年度館山市と畜場特別会計補正予算(第

2号}でございますが、本年度廃止を予定いたしまして、精算tと伴う諸

経費の減 5万 60 0 0円を補正し、歳入歳出それぞれ 57，(万 70 0 0 

-31-



「
円としようとするものでございます。

次lζ 、議案第 30号昭和 60年度館山市学童災害共済事業特別会計補

正予算(第 1号)でございますが、学童災害共済基金の積み立てを行う

ため 18万 60 0 0円を追加し、歳入歳出それぞれ 235万 5000円

としようとするものでございます。

次lζ 、議案第 31号昭和 60年度館山市水道事業特別会計補正予算

{第 2号)でございますが、資本的収入といたしまして、水道加入者の

減少による加入者分担金で 17 2 3万円を減額し、総額 6803万 70 

o 0円、また、資本的支出を 2健 7844万 6000円減額し、総額 1

傭 5379万円にしようとするもので、その内容といたしましては、館

野及び九重地区における拡張事業が年度内l乙着手できませんでしたので、

乙の関連経費等で 2健 67 9 7万円、また、県道舗装工事負担金で、館

山白浜線佐野地先lζ係る舗装面積の減少によりまして 1047万 600

0円をそれぞれ減額するものでございます。

次lζ 、乙の際当面する諸問題につきまして報告申し上げます。

まず、道路交通網の整備でございますが、国道 127号内房縦貫道路

並びlζ国道 410号は、 21世紀に向けての市勢伸展のかなめであり、

本年度建設が着手されます東京湾横断道路の完成lζ合わせた供用開始が

緊要の課題でございます。また、国道 127号館山バイパスにつきまし

ては、すでに 74%の用地買収、約 86 0 mの工事が完了しており、供

用開始を待つに至っておりますが、乙れらの道路の早期完成を目指し、

さらに整備促進を園、県iζ働きかけてまいる所存でございます。

次lζ 、行政改革の推進についてでとざいますが、本市といたしまして

は、国lζ先がけ従来から事務事業の見直し、組織、機構の簡素合理化、

定数管理の適正化、民間委託、事務の OA化等iと鋭意取り組み、その効

果をあげてまいりました。

しかし、地方公共団体を取り巻く情勢は依然として厳しく、乙のため、

昨年、市内民間有識者及び市議会議員の皆さまの御協力を得て「館山市

行政改革大綱」を策定したと乙ろでございますが、市政は常tζ 改善、進

歩があるべきであるという信念のもとに、引き続き努力を重ねてまいる

所存でございます。
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以上、私の所信と乙の度提案いたしました案件の概要を貌明いたしま

すとともに、当面の諸問題について報告いたしましたが、詳細はっきま

しては、御質問lζ応じ、私文は事務担当者からお答えいたしたいと存じ

ます D

なお、乙の会期中tζ追加議案といたしまして、館山市助役の選任につ

いて並びlζ館山市固定資産評価審査委員会委員の選任について審議をお

願いする予定でございます。

よろしく御審議くださるようお願い申し上げます。 ありカZとうござい

ました。

O議長(流山源次郎君}

ります。

以上で施政方針並びに提案理由の説明を終わ

延 会 午前 11時 20分

O譜長{流山源次郎君) お諮りいたします。

本日の会議は乙れにて延会いたしたいと思います。 これに御異議あり

ませんか。

( r異議なし Jと呼ぶ者あり}

O議長(流山源次郎君) 御異議なしと認めます。 よって、本日は乙れ

lζ て延会する乙とに決しました。

なお、明 3月2日から 6日まで議案調査のため休会、次会は 3月7日

午前 10時開会とし、その議事は通告による行政一般質問を行います。

乙の際、申し上げます。行政一般質問の通告の締め切りは 3月4日正

午まででありますので、申し添えます。
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